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みのり通信 

 

 

患者様へのメッセージ 

 

 先月は台風が 2 つも来ました。被害の報道を目にする度に心が痛みます。近年の異常気象で大

きな災害が身近に起こるのではないかという不安がぬぐえない気がします。 

 11 月は「実りの秋」です。医院の前の街路樹の葉も赤く染まり、可愛い実を付けています。こ

の時期になると開業準備をしていた頃を思い出します。11 年前の 11 月の良く晴れた日曜日。長

女のピアノの発表会が県立美術館ホールでありました。下の子が騒ぐので、外に出ると赤い実を

たくさん付けた木と抜けるような青空が目に入りました。秋は豊穣の季節です。患者様と豊かな

関係が実るように、治療の結果が実るように、と「みのり」と名付けました。 

 最近読んだ保険医協会の新聞に、ある大学教授の心に残る一節がありました。「人生は川を流

れる種や。期待通り海まで流れていけるとは限らない。途中で淀みに引っかかってしまった時、

『ホントは海に行きたいんだ』とあがいていると、種は腐って芽が出なくなる。引っかかった場

所で、『では自分はここに根を張り、人が休める大きな枝を茂らせよう』と頑張れば、充実した

人生が送れるんや」 

 結婚するまで佐賀に住んだことがなく、主人も関東の出身のため、地縁・血縁のない土地での

開業でした。「自分が学んできたことを患者様の役に立てたい」と思いながらも不安が一杯でし  

たが、たくさんの方に支えられ、励まされて今に至っております。先の教授の言葉のように、少

しずつではありますが、根を張り、患者様のお役に立つ仕事を続けていきたいと思っております。 
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「いや、大丈夫。もう一回やりなさい。有美ならできるから」 

 

 

           佐野有美（さの・あみ＝車椅子のアーティスト）  

               『致知』２０１３年８月号 

               特集「その生を楽しみ その寿を保つ」より 

 

 

【記者：小さい頃にご両親から特訓を受けられたとおっしゃっていましたが、 

    どのようなことをなさっていたのですか？】 

 

皆さんもなんで手で食事をするのって急に言われると困るじゃないですか。 

それと同じように私も唯一あったこの三本の指で、ごく自然と周りのものを触ったり、

掴んだりしていたようです。 

それを見た母が、 

「あれ？ もしかしたら足でいろいろできるんじゃないか」 

と思ったらしく、積み木やおもちゃで遊ばせたり、フォークやスプーンを持たせてくれ

たんです。 

 

三歳の時、あゆみ学園という肢体不自由児施設に一年間だけ通っていたのですが、 

そこで着替えの練習をしていた記憶があります。 

これは私の中で一番嫌な訓練でしたね。 

フックのついた柱が二本あって、その間にパンツやＴシャツをかけておくんです。 

そこをお尻で移動して、脱いだり穿いたりする練習をしたんですけど、なかなか上手く

いかない。 

私が「できない」って言うと、 

母は「やってみなきゃ分からない」と。 

ところが、何回やってもできないわけですよ。 

それで段々嫌になってしまったんです。 

ただ、どんなに弱音を吐いても、 

「いや、大丈夫。もう一回やりなさい。有美ならできるから」 

と言って、母はとにかくやめさせてくれませんでした（笑）。 

 

そうやって毎日、毎日、言われるがままにやっていたらある日、Ｔシャツを着ることが

できました。 

その時、母に 

「ほらね。やっぱり有美はできるんだよ」 

って言われたのが凄く嬉しくて、そこからどんどんチャレンジ精神が出てきました。 

 



 

そのうち道具を使わずに、足でＴシャツの裾を引っ張って着脱したりと、自分でいろい

ろ考えていけるようになりました。 

 

私は、他人と同じ方法ではできません。 

ピアノを弾いたり、字を書いたり、裁縫とかも自分なりに工夫してできるようになりま

した。 

 

それから、小学校三年生の時に水泳で二十五メートル泳ぎたいって思ったんです。 

一般学校に通っていたので、私以外はみんな手足があって、普通に泳いでいました。 

それを見て、私もみんなのように泳ぎたいなと。 

そしたら父が協力してくれて、どうやったら泳げるか一緒に考えてくれました。 

そして辿り着いたのが有美泳ぎ（笑）。 

バタフライのように体全体をうねらせるんです。 

息継ぎする時はクルンと仰向けになって、またクルンと戻る。 

それなら泳げるんじゃないかということで、地元の市民プールで父と特訓を始めました。 

ところが、何度も溺れるんですよ。 

それで水が怖くなってしまって、やっぱり私には無理だと。 

 

でも、その時に父が 

「ここで諦めていいのか？さっき一人で五メートル泳げただろ。まだ行けるぞ」 

って励ましてくれたんです。 

「そっか、私の目標は二十五メートルだ。 諦めるわけにはいかない」 

と思い直して、頑張って練習を重ねて、遂に二十五メートルを泳ぐことができたんです

よ。 

そしたら父が 

「学校でも泳いでみろ。もっといけると思うよ」 

と。 

それで先生に「限界まで泳がせてください」とお願いして、クラスの皆に見守られなが

ら泳ぎました。 

ターンの際は、片足を水中で回し、体を半回転させて短い足で壁を精いっぱい蹴る。 

そして、顔を上げた瞬間、もう先生も友達も大拍手。 

気づいたら百メートルも泳いでいたんです。 

 

あの時の達成感はもう本当に忘れられません。 

いま振り返ると、初めて心の底から諦めないでよかったって思えた瞬間だったと思いま

す。



 
 東京オリンピックの誘致活動で、義足の女性アスリートの方のプレゼ

ンテーションが大きな感動を呼びました。骨肉種で片足を失いながらも

陸上競技に挑み、パラリンピックに出場され、前向きに生きる姿に力づ

けられた方も多いと思います。 

 今月は体が不自由ながらもいろいろなことにチャレンジしておられる

方のお話です。 

手や足が不自由でも水泳もできるようになった。ご本人の努力もさるこ

とながらご両親の励ましに学ぶところが大きかったです。ともすると、

できない部分にばかり目が向いて子供を叱責することが多い私は非常に

反省しました。 

 


